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第1章 序 論

1-1本 研究 の 目的

老人福祉 施設 で生 活す る高齢 者 の社 会 交流お よび生活 圏域 の実態 を把握 し,そ れ らを規

定す る要因 を析 出 ・考 察す る こ とに よ り,生 活 の場 にふ さわ しい老人福祉施 設 の計画 に際

す る基礎 資料 とな り得 るこ とを 目的 とす る。

1-2本 研究 の背景

1-2-1高 齢 化社 会 の進展 と老 人福 祉施 設 の整備

現在,わ が国 にお い て進 み つ つ あ る人 口構 造 の高齢化 の特徴 と して,第 一 に は高齢化 へ

の変化 が急 激 で あ る こ と,第 二 にはそ の 中で も後期 高齢 者1)の 増加 が著 しい こ と,第 三 に

は高齢 者 の属す る世帯 にお け る単独 世帯や核 家族 世帯 の増加 があ げ られ る。 また,高 齢化

の特徴 を地域 別 にみ る と,高 齢 化 の進 展状 況 は現在 の ところ大都 市圏 で低 く,地 方圏 で高

くな ってい るが,高 度 成 長期 に大都 市 圏 に流 入 した団塊 の 世代 が高齢 期 を迎 え る こ ともあ

って,今 後,大 都 市 圏 で の高齢化 が急 速 に進 む と予測 され てい る2)。

高齢化社 会 が社 会 問題 と して認 知 され る背 景 に は,介 護 を必要 とす る高齢者 の増加 の問

題 が まず もって あげ られ,1995年(平 成7年)現 在,65歳 以 上の高齢 者 は1,826万 人 であ り,

そ の うち約200万 人が何 らかの介護 を要す る とされ,2025年(平 成37年)に は介護 を必 要

とす る人数 は520万 人 にの ぼ る と推 計 され てい る3。 国民 の意識 の面 にお いて も,高 齢 期

の生活 不安 と して 「自分や 配 偶者 の身 体 が虚 弱 にな り病気 が ちにな る こ と」,「 自分や 配

偶者 が寝 た き りや痴 呆性 老 人 にな り介護 が必要 にな った ときの こ と」 とい う項 目を,回 答

者 の約50%が 選 択 して い るの で あ る4ノ。

こ うい った高齢化 社 会 の本格 的 な進 展 に対応 を図 るた め,「 高齢 者 の保健福 祉 の分野 に

お け る公 共 サー ビスの基盤 整 備 を進 め るこ と と し,在 宅福祉,施 設福祉 等 の事 業 につ いて,
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今世紀 中に実現 を図 るべ き10か 年 の 目標 を掲 げ,こ れ らの 事業 の強力 な推 進 を図 る こ とと

す る」 とい う高齢 者保 健福 祉推進10か 年 戦略(通 称:ゴ ー ル ドプ ラ ン)が1988年(昭 和

63年)に 策 定 され た。

現在,老 人福 祉 法 に規 定 され る老人福祉 施 設 は,主 と して入所 施設 と利 用施 設(通 所施

設 と も呼 ばれ る)に 区 分 され,入 所施 設 は主 と して特別 養 護 老人 ホー ム,養 護 老 人 ホー ム

お よび軽 費 老人 ホー ムの3種 類 に分類 され,特 別養護 老人 ホー ム と養護 老人 ホー ムは措 置

施 設 であ るの に対 し,軽 費 老人 ホー ムは個人 と施設 との契約 に よ り入所 決 定す る。 また,

養護 老人 ホー ムは入所 要件 に市町村 民税 均等割 のみ課税 以 下 とい う経 済的理 由が必 要 であ

り,軽 費 老人 ホー ムは低所 得者層 の高齢 者 を対 象 とす るな ど,施 設種別 に よ り入所 要件 は

異な ってい る。 また,身 体状 況 に よ り対応 す る施設 を区分す るな らば,重 度 の介護 を要す

る場 合 は特別 養護 老 人 ホ・一ム,中 度 は養 護 老人 ホー ム,軽 度 は軽 費 老人 ホー ム と概 ね 区分

され て い る。

表1-1老 人福祉施設(入 所施設)の 概 要

團 事業名1裂一 鹸 件等 施ゐ 麹
特 別 養 護 老 人 ホ ー ム1963原 則 と して65歳 以 上 の 者 で,身 体 上 又 は 精3,201

(s38)神 上 著 しい 障 害 が あ る た め 常 時 介 護 を 必 要(220,916)

一 と し居 宅 で これ を 受 け る こ とが 困 難 な 者

養 護 老 人 ホ ー ム1963原 則 と して65歳 以 上 の 者 で,身 体 上,精 神947

(S38)上 又 は 環 境 上 の 理 由 及 び 経 済 的 理 由 に よ り(67,219)

老 人 居 宅 で 生 活 す る こ とが 困 難 な 者

福 祉 軽 費 老 人 ホ ー ム1963家 庭 事 情 等 に よ り居 宅 で 生 活 困 難 な 者(収252

(A型)(s38)入 が 一 定 範 囲 の も の で あ る こ と,日 常 生 活(15,152)

施 設 が 自 立 して 行 え る こ とが 必 要)

軽 費 老 人 ホ ー ム1971家 庭 環 境,住 宅 事 情 等 の 理 由 で 居 宅 で 生 活38

(B型)(s46)困 難iな 者(た だ し,自 炊 が 原 則 で あ る の(1,808)

で,こ れ が 可 能 な 程 度 の 健 康 状 態 で あ る こ

と)

軽 費 老 人 ホ ー ム1989身 体 機 能 の 低 下,高 齢 等 の た め 居 宅 で の 生261

(ケ ア ハ ウ ス)(H元)活 に 不 安 が あ り,家 族 の 援 助 が な い 者 。 た(10,706)
1 だ し,日 常生活 が 自立 して行 え る者

訓 有料柵 團 縁磁 醗 壁織 摩 鰯
〈注記〉 ・厚 生省 老 人保健 福 祉 局 老 人福祉 計 画課 ・老 人福 祉 振 興 課 監 修 『老 人福 祉 のて び き

(平成4年 度 版)』 を参 照 して作 成 した。
・施設 数 ,定 員は,『 厚 生 白書(平 成9年 版)』 に よ る。(但 し,有 料 老 人 ホー ム に

つ いて は,浅 野仁/田 中荘 司編 集 『日本 の施 設 ケア』,中 央 法規,1995年 に よる。)
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1998年(平 成10年)を 整 備 目標 年 度 とす る ゴー ル ドプ ラ ンにお い て は,施 設 の緊急整 備

課 題(施 設 対 策10か 年 事業)の 内,老 人福 祉 施 設 に関 して は特別養 護 老人 ホー ム24万 床,

軽 費 老 人ホー ム の内 の ケ アハ ウス10万 人 分 が 目標 と され てお り,そ の後,1994年(平 成6

年)に お け る見 直 しに よ り(通 称:新 ゴー ル ドプ ラ ン),特 別 養 護 老人 ホー ム につ い て は,

目標 が24万 床 か ら29万 床 に 引 き上 げ られ てい る。 この よ うな 中で,最 近10年 間 の老 人福 祉

施 設 の推 移 につ い てい えば,特 別 養 護 老 人 ホー ムの建設数 は毎年100施 設 以 上 にの ぼ るが,

養 護 老人 ホー ムお よび 軽 費 老 人 ホー ム(ケ アハ ウス を除 く)に つ い て は微 増 に と どま り,

老 人福 祉 施 設 の量的整 備 は特別 養 護 老人 ホー ム を中心 と して進 め られ て きて い る。

1995年(平 成7年)現 在 にお け る施 設 数 お よび入 所 定員 は,特 別養 護 老人 ホー ム は3,201

施 設(220,916人),養 護 老人 ホー ム は947施 設(67,219人),軽 費 老人 ホー ム につ い て は

551施 設(27,666人)を 数 えてい る5}。

1-2-2老 人福 祉 施 設 の歴 史 的 変遷

わ が国 の社 会 福祉 事 業 は,そ の根 拠 法 と して,「 生 活保 護 法 」 「児 童福 祉 法 」 「母 子及

び寡 婦福 祉 法 」 「老人 福 祉 法 」 「身 体 障 害 者福 祉 法 」 「精神 薄 弱者 福祉 法 」 の い わ ゆ る福

祉 六 法 がそ の 主要 な もの で あ り,そ して これ らの社 会 福 祉 の組 織 お よび運 営 上 の準則 等 を

規 定 した もの と して社 会福 祉 事 業 法 が あ る。 社 会福 祉 施 設 とは,社 会福 祉 各法 お よび社 会

福 祉 事 業法 に基 づ き事 業 実施 を行 う施 設 の こ とを総 称す る もの で あ り,老 人福祉 施 設 とは

老 人 福祉 法 に根 拠 を置 い た施 設 をい う6,。 この老 人福 祉 施 設 は,そ の利 用 形態 か ら入所 施

設 と利 用 施 設 に 区分 され,本 節 で は老 人福 祉 施 設 の内,入 所 施 設 を対 象 に歴 史的 変遷 を概

観 す る こ と とす る。

い わ ゆ る老 人ホ ーム の前身 とな るの は戦 前 の養 老院 で あ るが,高 齢 者 だ け を 「収 容 」 対

象 と した施 設 が整 備 され た の は,明 治時 代 の 中頃,聖 ヒル ダ養 老院 の設 置 に始 まる(1895

年:明 治28年)。 今 世 紀 初頭 は養 老 事 業 の黎 明期 とな る もので,養 老院創 設 の意 義 は,老

若や 病 人 等 の 区別 な く収 容 す る とい う混 合 収 容 救護 の施 設 か ら,高 齢 者 を対象 と した保 護

や援 助 を 目的 とす る施 設 が設 置 され る こ とに よ り,高 齢 者 が福 祉 の対 象 者 で あ り 「独 自の

生活 援 助 課題 や 方 法 が あ る こ とを明 らか に した」71こ とに あ る とい え る。 大正時代 にお い

て養 老事業 は拡 大 し,救 護 施 設 ・孤 児 院 か ら養 老院お よび施 設 内養 老部 が 分化 ・創 設 され

て き たが,「 養 老院 の居 室 は5人,10人 の雑 居 」81で あ った。 明 治時 代 にお い て,高 齢 者

を も福 祉 の対象 と して政 策 化 した の は,今 日の生活保 護 法 の源 法 とな る1974年(明 治7年)
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の 「佃 救 規則 」(太 政 官 通達)で あ るが,当 時 は現 在 とは社 会 体 制 の ま った く異 な る旧民

法 下にお け る もの であ り,窮 民救助 を趣 旨 とす る この規則 が対 象 とす る高齢 者 は,「 極 貧

の70歳 以 上 で重病 か 老 衰 で働 くこ とが で きない者 で あ って,か つ 家 族 が70歳 以 上 か15歳 以

ドで重病 か 老 衰 で あ る」91と い うケ ースに限 定 され て い た の で あ る。 つ ま りは,「 当時 の

大 多数 の老 人 に とって は,ま った く無縁 の福 祉 制 度 」10)で あ った。1925年(大 正14年) ,

関 東 大震 災 に よ り身 寄 りを失 った高齢 者保 護 を 目的 に,皇 室 の援 助金 お よび 国 民 の寄付 に

よ り,近 代 的 設 備 を整 えた総 合養 老院 であ る浴風 園 が創 設 され,そ こで は 「業務 組 織 の緻

密 さ,処 遇観 にお い て は個 別 処遇 の大切 さや,医 療 と福 祉(生 活 や 心 の慰 安)の 統合 が必

要 で あ る」U)と の 考 え に基 づ き実践 され,「 当時 の他 の養 老 院 とは抜 きん 出 て,近 代 的

な 姿」 ロ1を してい た。

昭 和時 代 に な って救 護 法 が制 定 され た こ とに よ り(1929年:昭 和4年,施 行 は財 政的 理

由 に よ り3年 後),そ れ まで 「国家 に よる公 的 救 済 の及 ば ぬ事 業 と して,民 間 の慈 善事業

家 ・社会 事 業家 ・地 方庁 に委 ね られ てい た もの が,公 的 救 済 の施 設 と して社 会 的 な位 置 を

しめ る こ と とな った」 剛 の であ る。 つ ま り,救 護 の実施 主 体 を市町 村長 と し,国 お よび

県 に補 助 義務 を規 定す る こ とで行 政 の役 割 を明確 にす る と と もに,救 護 施 設 とい う入所 施

設,す な わ ち孤 児 院 等 と と もに養 老院 を規 定 し,65歳 以 上 の 自立 で きない 老衰 者 で扶 養 義

務 者 がい な い場 合 等,最 後 の生活 の場 と して入所 させ る と した の で あ る13)。 養 老院 の施

設新 設 に も補 助 金 が 交付 され る よ うに な り,養 老院 の設 置 は拡 大 して い くこ と とな った。

しか しな が ら,救 護 施 設 の法的位 置 づ けは,法 理念 上,居 宅 にお け る保 護 を原則 と してい

るため,補 完 的 な役 割 に置 かれ た もの とい え,困 窮 者 のみ が救護 法 の対 象 とな った。 そ の

た め,施 設 へ の収 容 者 の全 員 が同法 の適 用 を受 け る もの で は な か った。

施 設 数 の増減 に関 して い えば,1911年(明 治44年)に お い て は高齢 者 を収 容 救護 す る救

護 施 設 を含 め ての養 老院 数 は17施 設,1923年(大 正12年)は32施 設 で あ った が,1929年

(昭 和4年)は 養 老院 のみ で48施 設,1933年(昭 和8年)は85施 設,1940年(昭 和15年)で

は131施 設 へ と拡 大 して い った が,戦 時 下 にお い て施 設 数 は減 少す る ところ とな り,1945

年(昭 和20年)に は養 老院 の数 は75施 設 とな った。

第2次 世界 大戦後 の1946年(昭 和21年),戦 後 の混 乱 が継 続 す る とい う状 況 の 中 で,戦

前 か らの救 済 関係 諸 立法 の全 面 見 直 しが行 われ,旧 ・生活 保 護 法 が公 布 され た。 この法 は,

戦 前 の救護 法 と比較 して,最 低 生活 の保 障 を国家 責任 とす る とい う画 期 的 な 内容 で あ った

が,施 設 面 で は問題 を有す もので あ った。 具体 的 に は,名 称 を保 護 施 設 と して のみ 定 め ,
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施 設 種 別 を1種 類 と した た め,施 設 は混 合 収 容施 設 とな っ たの で あ り,戦 前 の 「分類 収 容

方式 の行政 体 系 か らは,一 歩後 退す る こ とに な った」1〃1の で あ る。 そ の後,1949年(昭

和24年)の 社 会保 障 制 度 審議 会 「生活 保 護 制 度 の改 善強化 に関す る件 」 とい う勧 告 の 中 で,

「保 護 施 設 の種 類 及 び 定義 を法律 にお い て明 らか に しな けれ ばな らな い」 と し
,分 類 入 所

方 式 を前提 と した指摘 を行 うに至 った。1950年(昭 和25年),旧 ・生活保 護 法 は大幅 な改

定 が な され,新 ・生 活 保 護 法 が制 定 され た。 この新 ・生活 保護 法 にお いて保 護施 設 は6種

類 に分 け られ る こ と とな り,養 老院 は 「養 老施 設 」 と名称 変 更 され,施 設保 護収 容 を行 う

施 設 の 中 で も 「老衰 の た め独 立 して 日常生 活 を営む こ との で きな い要保 護 者 を収 容 して,

生 活 扶 助 を行 うこ とを 目的 とす る」施 設 と定義 され たの で あ る。 入所 者 は,生 活保 護 の被

保 護 者 に限 定 され,福 祉 事務 所 を通 じて措 置 され る形 態 とな った。 養 老施 設 は,公 設 ・公

営原 則 に基 づ い た施 設 と して急速 に増 設 され,新 ・生 活保 護 法 の制 定 当時 は170施 設 で あ

っの が,10年 後 の1960年(昭 和35年)に は607施 設 を数 え るに至 ってい る。

また,1961年(昭 和36年)に は養 老施 設 と有 料 老 人 ホー ムの谷 間 に あ る低 所 得 の 高齢 者

を対 象 と して,住 居 とケ ア を提 供す る こ とを 目的 と した軽 費 老人 ホー ムの整 備 に関 して国

の補 助 金 が予算化 され,翌 年 の1962年(昭 和37年)に は全 国 老 人福祉 事 業 関係 者 会議 にお

い て,早 急 に看 護 ホー ム(ナ ー シ ン グホー ム)を 設 置す べ きで あ る との決 議 が な され た。

戦 後 の混 乱期 を経 た経 済社 会 の安 定化,高 齢 者 人 口の増加 傾 向,産 業構 造 の変化 に伴 う過

密過 疎 問題,核 家族 化,老 親 扶 養 意識 の変化 な どが背 景 とな りな が ら,政 治 ・行 政 を含 め

関係 各 方 面 で老 人福 祉 へ の 関 心 が 高 ま る こ と とな ったの で あ る。

1963年(昭 和38年),老 人 福 祉 法 が制 定 され る こ と とな った。 同法 の制 定 に よ りこれ ま

で の収 容 施 設 と しての 養 老施 設 は,入 所 施 設 と して の 「養 護 老人 ホー ム」 「特別養 護 老 人

ホー ム」お よび 「軽 費 老 人 ホー ム」 の3種 に体 系化 され15',老 人 ホー ムへ の入所 措 置 は

「保 護 の措 置 か ら福 祉 の措 置 と して実施 され る とい う思想 的 に大 きな転換 」 圃 が行 われ

たの で あ る。 老 人 ホー ムへ の入 所措 置 の 目的 は,貧 困や 家 族 が な い た め に 自宅 で は生 活 で

きな い老 人の生活 扶 助 を行 うとい うこ とに加 え,「 老化 に よ る心身 の虚 弱化 に よ って 日常

生活 が困難 にな ってい る高齢 者 に対 す る援 助 の役割や 住宅 の問題,家 族 関係 に よ り自宅 で

同居 が困難 で あ る高齢 者 の かか え る,生 活 上 の問題 を広 く と らえて,援 助 ・解 決 しよ うと

い う役割 を持 つ こ とに な った」17)の で あ る。

老人福祉 法制 定後 にお いて,新 たに設 け られ た施設種別 をみ る と,1971年(昭 和46年),

ひ と り暮 ら しの老 人が公 営住 宅 に入居 す る資格 がな か った状 況 に配慮 し,老 人 ホー ム対策
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の 中 で住宅 対 策 を行 うと して軽 費 老人 ホー ムB型 が創 設 され18),1989年(平 成 元年)の 中

央 社 会福 祉 審 議 会 老 人 福 祉 専 門 分科 会意 見 具 申 「今 後 の 老 人 ホー ム の あ り方 につ い て」 を

受 けて は,ケ アハ ウス191が 創 設 され るに至 ってお り,老 人福 祉 施 設 の 内 の現 在 の入所 施

設 の種 別 は前節 にお い て整 理 の とお りであ る。

また,1972年(昭 和47年)の 厚 生省 老人 福 祉 専 門 分科 会 提 言 「老 人 ホー ムの あ り方 」 か ら

10数 年 を経 た1986年(昭 和61年),老 人 福祉 法 の条文 の表 記 が 「収 容す る」 か ら 「入所 す

る」 に改 正 され た。

1-2-3高 齢 者 の 生 活 の質 と社 会 交流 の位置

高齢 者 の心 身機 能 は一般 的 には加齢 に伴 い低 下 は避 け られ な い もの で あ り,心 身機 能 が

低 下す る こ とは,環 境 か らの影 響 を よ り強 く受 け る こ とを意 味す る もの で あ る。 居 住環 境

と して の住 宅 ・施 設,お よび地域社 会 か らの影 響 は もち ろ ん の こ と,「 老年 期 に特 徴 的 な

社会的 相 互 作 用 の縮 小 は,老 人 の意 に反 して社 会 の側 が退 く結 果 」2ω,さ ま ざまな対人

交流 にお い て も制 約 を受 け る ところ とな る。 これ らが集 中す る結 果 と して,高 齢 者 が住 宅

・施設 内 で過 ごす 生 活 は ,他 の世代 に比 して長 時 間化 す る こ とは よ く知 られ てお り,1982

年 に開催 の国連 ・高齢 者 問題 世界 会議 で は この点 を捉 えつ つ,高 齢 者 問題 国際 行 動 計 画 の

「64.住 宅 と環 境 」 にお い て,「 住 宅 は高齢 者 の生 活 の質 に大 きな影響 を及 ぼす 」 と決議

している。

と こ ろ で,高 齢 者 の 身 体 機 能 の 状 態 把 握 や 機 能 回 復 目標 は,ADL(activitiesof

dailvliving:日 常 生 浩 動 作 能 力)と い う指 標 に 置 か れ て い る が,こ のADLと い う概 念

は,本 来,障 害 者 を 対 象 と した リハ ビ リテ ー シ ョン 医 学 の 分 野 で 確 立 した もの で あ る。

ADLの 改 善 ・自立,す な わ ちADLを 介 助 か ら 自立 に す る こ とに機 能 回 復 の 目標 設 定 が

な され,そ の こ とが 社 会 的 に 自立 す る た め の 前 提 と考 え られ て き た 。 つ ま り,「 リハ ビ リ

テ ー シ ョン 医 学 の 世 界 で は,ADLの 自 立 が 達 成 され て 初 め て,"社 会 的 不 利,、 の 克 服

(職 業 的 自立 な ど)も 可 能 に な る とい う段 階 的 理 解 が 支 配 的 」21)で あ っ た の で あ る。 し

か し,こ の よ うな 段 階 的 理 解 に 対 して,1970年 代 以 降,ア メ リカ に 端 を発 した 重 度 身 体 障

害 者 の 自立 生 活(independentliving)運 動 等22)に よ り,「 ア メ リカ の 身 体 障 害 問 題 の

歴 史,あ るい は リハ ビ リテ ー ジ ョン の 歴 史 に 全 く新 しい 局 面 」23)が 開 か れ る こ と とな り,

1980年 代 前 後 よ り,リ ハ ビ リテ ー シ ョン の 目標 ・理 念 は,国 際 的 に も 旧 来 のADLの 自立

か らQOL(qualityoflife:生 活 の 質 あ るい は 人 生 の 質)の 向 上 へ と転 換 ・発 展 を遂
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げ,前 述 の国 連 決 議 も この よ うな こ とが背 景 とな る もの で あ る。QOLはADLよ りも多

元的 な概 念 で あ り,そ の構 成 因子 と して 「ADLに 加 えて,労 働 ・仕 事,経 済 生活,家 庭

生活,社 会 参 加,趣 味,文 化活 動,旅 行 ・レジ ャー 活 動,そ の他 」2射 が提 唱 され て い る。

もっ ともQOLは リハ ビ リテ ー シ ョンに固有 の概 念 で はな く,QOLの 厳 密 な定義 は定 ま

ってい な い の が現状 で あ るが251,社 会 福祉 の分 野 にお い て も 「生活 の質(QOL)と い

う概念 の 重要性 が強 調 され る よ うに な って きて い る」2。)の で あ り,『 厚 生 白書』(平 成9

年 版)に お い て も,「 介護 を要す る状 態 とな って も,高 齢 者 自身 の希 望 が尊 重 され,そ の

人 ら しい,自 立 した生 活 が送 られ る よ うな,生 活 の質(QOL)の 維 持 ・向 上 を 目指 した

施 策 が求 め られ てい る」 と して い る。

この よ うにADLか らQOLへ の 変化 を辿 るな らば,高 齢 者 の生 活 の質 に関 し,QOL

を構 成 す る諸 因子(ADLに 加 えて,労 働 ・仕 事,経 済 生 活,家 庭 生活,社 会 参加,趣 味,

文 化活 動,旅 行 ・レジ ャー活 動,そ の他)の 重 要性 を理解 す る こ とが で き る と ともに,

ADLを 除 くQOLの 構 成 因 子 は,高 齢 者 の生活 の質 に深 く関 わ る対 人 交流 を含 む社 会 交

流 の場 面 と して総括 す る こ とが で き るの で あ る。

高齢 化 社 会 の 出現 を社 会環 境 の構 造 的 変化 と して捉 え る立場 か らは,「 高齢化 は個 人 レ

ベ ル で の欲 求 充 足 実現 の ,社 会 レベ ル にお け る意 図せ ざる を得 ない逆機 能効 果 で あ るが,

個 人 に とって は高齢 者 の役 割 喪 失 とい うか た ちで欲 求 充 足 の剥 奪 を結 果す る」27)と い う

マ ク ロ的 視 点 が提 示 され て い る。 しか しな が ら,「 近 隣 と友 人 は高齢 者 に残 され た最 後 の

役 割構 造 ・維 持 ・回 復 ・強化 の基盤 で あ る」 細 とい え るだ けに,高 齢 者 に とって対 人 交

流 を含 む社 会 交流 は重 要 な位 置 に あ る とい え,人 間 は他 者 との 交 わ りの 中 で人 間 と して の

発 達 を遂 げ,意 味 の あ る人 生 を送 る こ とが で き る とい え よ う。

1-2-4社 会 交流 か らみ た 老 人福 祉 施 設 の課 題

既 述 の とお りの老人 福 祉 施 設 の整 備 に先 立 ち,1977年(昭 和52年),中 央社 会福 祉 審議

会 は 「今 後 の老 人ホー ムの あ り方 につ い て」 とい う意 見 具 申 を行 な い,老 人 ホー ムの地 域

開 放 の 重要性,い わ ゆ る 「施 設 の社 会化 」 を強調 して い る。 この こ との意 義 と して,第 一

に は 「老人 ホー ム の入 所 老 人 の生活 も地 域 社 会 の一員 と して行 な われ るべ き もの で あ る」

とい う,老 人 ホー ム が とか く陥 りが ち と され る閉鎖性,隔 離性 の打破 を図 る とい うこ と,

第 二 に は第 一 の 目的 を達す るた め に 「老人 ホー ム が有す る有 益 な1幾能 を地域 住 民 に も供 与

す る こ とで,施 設 と しての疎 外 状 況 を払 拭 す る」 とい う施 設 の 専 門的機 能 の活用,地 域 開
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放 が求 め られ る とい う意義 と課題 を明 らか に して い る。

この 内,施 設 の 専 門的機 能 の地域 へ の開 放 とい う側 面 で は,シ ョー ト ・ステ イ 事 業 ,食

事 サー ビス事業,機 能 回 復 訓練 事業,入 浴 サー ビス事 業 等 の方 策 を地域 開 放 の具体 的 内容

と して述 べ て い る。 地 域 開 放 の 具体的 方 策 に関 し,特 別 養 護 老 人 ホー ム を例 と して事 業 実

施 の施 設 状 況 の変 化 をみ るな らば,1982年(昭 和57年)か ら1987年(昭 和62年)の5年 間

で シ ョー ト ・ステ イ 事 業 につ い て は47.0%か ら81.9%へ,デ イ ・サー ビス事 業 につ い て は

4.4%か ら15.5%へ と上 昇 して い る29)。 施 設 の専 門的機 能 の地域 へ の開放 とい う面 で は ,

そ の課題 は着 実 に 実現 され つ つ あ る とい え るの で あ る。

ところ で,先 の提 言 にお い て 「施 設 の社会 化 」 の第 一 の観 点 と して あ げ られ て い る老人

ホー ム入所 者 の 「社 会 化 」 とい う点 に関 して は,入 所者 の 生活 の 閉鎖性 や 隔 離性 が どの よ

うに 克服 され つ つ あ るか につ い て,重 要 な 関 心 を払 わ ざ る を得 な い とこ ろで あ る30)。 こ

の こ とに関 し,全 国 社 会福 祉 協議 会 お い て は社 会 化 の実態 を把 握 す るた めに,「 入 所者 の

地 域 団 体 へ の参加 」 「趣 味活 動 ・行 事 を通 じて の住 民 との 交流 」 「地域 の行 事 の積 極 的 参

加 」 等 の設 問項 目か らな る調 査 を実施 してい る川 。 しか しな が ら,こ の調 査 は施 設 を調

査 対 象 と してお り,施 設 に入 所 す る個 人 を調 査 対 象 と して設 定 してい な い た め,地 域社 会

との 交流 事業 に関 し施 設 を単位 と した実施 状 況 につ い て は把 握 可能 で あ るが,入 所 者 個 人

の社会 化 の 実態 につ い て は明 らか とな る もの で はない。 つ ま りは,老 人福祉 施 設 で生活す

る高齢 者 の生 活 の質 に 関 し,社 会 交流 の側 面 か らの実態把 握 は施 設 単位 の 交流 実態 と して

のみ把 握 され,生 活 者 と して の 高齢 者 個 々 人に焦 点 をあ て,高 齢 者 の社 会 交流 の側 面 か ら

の実態把握 がな され て い ない の が現状 とい え るの で あ る。

老人福 祉 施 設 で生 活 す る高齢 者 の場 合 で あれ,在 宅 の 高齢 者 の場 合 で あれ,「 住 まい は

人間 が生 き るた め に は,必 要 不 可欠 の空 間,一 生 を過 ごす 舞 台 に相 当す る場 」32)で あ り,

「そ の場 は人 間 の基 本 的 欲 求 の 充足 とと もに ,よ り豊 か な人 間的 な生 活 を 目ざ して,文 化

的,社 会的 な役割 を も担 って」'")い る もの で あ る。 そ の た め,老 人 福祉 施 設 で生活 す る

高齢 者 の社 会 交流 の あ り方 は重要 な もの とい え よ う。

1-3既 往 研究 の 系譜

介護 を必 要 とす る高齢 者 を対 象 と した研 究 は,高 齢 者 が生 活 す る場 に よ り整 理 す る こ と

が で き,大 き くは在 宅 の場合 と施設 入所 の場 合 に分 け られ,施 設 入所 は さ らに老人福祉 施

1-8



設 の場 合 と有料 老 人ホ ームの場合 に分類 で きる。

在宅 の要介護 高齢 者 を対象 とす る研 究 にお い て,要 介護 高齢 者 の生活 実態 とい う視 点 か

ら,在 塚331,片 岡 ら34)の 研 究 は居 室 内 での生活行動 に関す る複 合 化 の実態 を明 らか に し

てい る。 高齢 者 の住 居 内 にお け る事故防止 を 目的 と した研 究 では ,水 野 ら川,宮 野 ら86)

の研 究 の蓄積 がみ られ る。 また,水 野 ら詮 は要介護 に至 る過程 にお け る住環境 要因 の分析

な どを通 じて,要 介護 高齢 者 の生活 圏域 の狭域化 の実態 を明 らか に してい る。 この生活圏

域 の狭域 化 に関 しては,高 齢 者 の身 体状 況 と ともに介護 者 の介護 力 が影 響 し,住 宅 面積や

構 造 も生活 圏域 の狭域 化 に関連す る とい う知 見 も得 られ てい る381。

次 に,施 設 に入所 す る高齢 者 を対象 と した研 究 の内,老 人福 祉施 設 の場 合 につ いて概観

す るこ と とす る。

老人福 祉施 設 の入所 者 を対象 と した研 究 で は,中 ら39)の 排 泄 ケアや 入浴 ケアか らみ た

介護動線 に関す る研 究,梁 ら40)の 介護 業務 の 内容 か らみ た施 設 計 画等,主 と して介護 者

の側 か らみ た研 究 の蓄積 が あ る。 荒木 ら"P,鈴 木 ら49は ,痴 呆性 老人 を対象 と した研 究

にお い て分離 ・統合 処遇 の施 設 計画 に言及 し,足 立 ら43図 姻5),狩 野 ら4b)は 視角情 報 の

研 究 を とお し,痴 呆性 老人 に とって空間認知 の容易 な施設 計 画へ の知 見 を見出 してい る。

また,施 設 高齢 者 の生 活 面 に視 点 を置 いた研 究 では,高 坂47),在 塚 ら48) ,橘 ら49)の 居

室 にお け る住み 方や 個 人領域 の形 成 に関す る研 究,柿 沢 ら5。)の 共用 空間 の滞在状 況 に関

す る研 究等,居 室配 置や 共用 空間 の計画 に資す る研 究 の蓄積 がみ られ る。児 玉の一連 の研

究5D52)531で は,老 人福祉 施 設 の建 築条件 が入所 者の心 理面 に与 え る影 響 を入所 者 の建

築 ク レー ムか ら考察 し入所 者 の環境 適応 と建築 計画 を検討 してい る。 渡邊 ら… の視認反

応 か らみた落 ち着 き と活 気 の あ る施設 計画や,井 上 ら551の 個 室型 特養 の在 室時 間 か らみ

た個 室 の優位性 に関す る研 究等,入 所 者 の生活 の質 に注 目 した研 究 も展 開 され てい る。

以 上に述べ た老人福 祉 施 設 に入所す る高齢 者 を対象 と した研 究 は,施 設 内の空間 を対象

と した研 究 で あ る とい え,ま た,近 年 の特別 養護 老人 ホー ムの量的拡 大 を背 景 に重度 の介

護 を必 要 とす る高齢 者 を対 象 の 中心 に置 き,研 究 の蓄積 が な され てい る こ とに特徴 が あ る。

一方
,施 設 に入所す る高齢 者 の社 会 交流や 生活 圏域 に関連す る研 究 に関 し,老 人福祉 施

設 を中心 に概観 す る と,老 人福 祉施 設 の社 会化 や 地域化 を論 じた研 究 では,在 塚56)は,

特別養護 老人 ホー ム ・養護 老人 ホー ム ・軽費 老人 ホー ムの3施 設種別 を対 象 に,つ きあい

圏 と外 出行動 お よび地域 住 民へ の施 設開放,住 民 交流,地 域 住 民へ のサー ビス機 能 の側 面

か ら考 察 し,小 滝 ら57〕58)は,3施 設種 別 の面会頻度,入 退所 先 ,施 設行 事 の開催状 況 と
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行 事へ の地域 住 民 の参 加,外 出状 況 を論 じて い る。 覧 ら59)は,3施 設 種 別 に施 設 空 間 の

開 放程 度 か ら施 設類 型 につ い て考察 を行 って い る。 以 上 の研 究 は,全 国社 会福 祉 協議 会 等

に よ る 「全 国 老 人福 祉 基礎 調 査 報 告 書 」(1988年)と 同様 に,施 設 を調 査 の対 象 と してお

り,入 所 者個 人 を対 象 と した もの で はな い。

また,施 設 入 所 を在 宅 か らの転 居 と して捉 えた大原 ら`Olは,軽 費 老人 ホー ム入所 者 を

対 象 と し,社 会 活 動性 を面会 ・外 出 ・施 設外 団 体 へ の参加 の側 面 よ り捉 え,施 設 へ の入所

に至 る要因 か ら考 察,分 析 を行 って い る。 鈴 木 らbDは,軽 費 老 人 ホー ム入 所 者 と在 宅 高

齢 者 の外 出行 動 と子 供 ・友 人 との接 触頻 度 に 関 し比 較 を行 い,軽 費 老 人 ホー ム入所 者 の方

が在 宅 高齢 者 に比 して,子 供 ・友 人 との接 触 頻 度 が少 ない こ とを明 らか に し,そ の理 由 を

施 設 へ の転 居 に よる もの と考察 してい る。 生 活 圏域 を構 成 す る外 出行 動 に関 して は,高 橋

ら蔦 の養護 老 人ホー ム入 所 者 を対象 と した歩行 障 害 の有 無 に よ る外 出特性 や,竹 嶋63)の

有 料 老 人 ホ ム入所 者 の外 出行 動 に関 し施 設 の 立地 条 件 か ら論 じた研 究 等 がみ られ る。 リ

ハ ビ リテ ー シ ョン とADLの 関係 を論 じた もの で は,特 別 養 護 老 人 ホー ム入 所 者 を対 象 と

した無漏 田 ら副 の研 究 が あ る。

隣接 領 域 と して の老年 社 会 学 の分 野 にお い て は,川 崎65),下 仲 ら66)に よ る施 設 入 所 後

の入所 者 の適応 の 問題,浅 野 ら67),新 野 ら68)の 老 人 ホー ム入所 者 の生 活満 足度 や モ ラー

ル の要因 分析,長 田 ら69),竹 川 ら71"の 入所 者 の心理 的側 面 か らの ア プ ロー チ に よ る研 究

等 の蓄積 が あ り,ほ ぼ 共通 して健 康 状態 やADL,社 会 活 動 等 がモ ラー ルや 生 活満 足度,

適応 に関 わ る との知 見 が得 られ て い る。 これ らの研 究過 程 にお い て は,分 析 視 角 に施 設 入

所 者 の社 会 交流 を置 く もの もあ る川 。 ソー シ ャル ネ ッ トワー クや ソー シ ャル サ ポー トネ

ッ トワー クの形 成 に関す る研 究 で は,別 居 子 ・親 戚 ・友 人 等 との ソー シ ャル ネ ッ トワー ク

の形成 に は,性 ・年 令 ・家族 形態 等 の相違 が関 わ る との知 見 も得 られ て い る7217`'741751。

以 上 の とお り老 人福 祉 施 設 に入所す る高齢 者 を対 象 と した既 往 研 究 を中心 に概 観 して き

たが,老 人福 祉 施 設 の 入所 者 を対象 と し,入 所 者 の施 設 内 外 に わ た る社 会 交流 や 生活 圏域

に関 して,特 別 養 護 老 人 ホー ム ・養護 老 人 ホー ム ・軽 費 老 人 ホー ム の3施 設 種 別 をあわせ

て考察 した研 究 はみ られ な い。
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1-4本 研究の位置 づ け

近年 の老人福祉施設 の建設 は,ゴ ー ル ドプランで整備 目標 が明確 とな る特別養護 老人ホ

ー ムが中心であ り
,養 護 老人ホー ムお よびケアハ ウスを除 く軽費老人ホームに関 しては,

建設がいわば凍結 され た状態 にあ る。老人福祉施設入所者 を対象 とした研究において も,

身体的 あるいは精神的状態 に よ り重度の介護 を必要す る特別養護 老人ホーム入所者 を対象

とした研究 は多いが,養 護 老人ホー ムや軽費老人 ホーム入所者 に関す る研究については,

近年 の施設 の整備状況 を反映 してか蓄積 が充分であるとはいえないのが現状 である。

しか しなが ら,施 設 に入所す る高齢者の身体状況は様 々であ り,ど の よ うな老人福祉施

設であれ,身 体状況に応 じた適切 な介護や処遇 が必要 とされ るため,施 設体系に即 した研

究の継続 は必要であるもの と考 える。建築学 にお ける老人研究に関 し,「 施設 の種別 ・制

度の メニュー は次 々 と設 け られ るので,研 究 も豊富になって くる。次第に,施 設種類別 ・

制度別 ・あるいは単位 空間別 の研究 に分断化 され てきた。」 とい う指摘 もあるが76),老

人福祉施設のあ り方 の一側面 として提言 され た地域開放 の重要性,す なわち施設の社会化

にっいては,施 設 の専門機能 の地域開放 とい う側面にお いては具体的 な進捗状況が見て と

れ るのに対 し,施 設 に入所す る高齢者 の社会化 に関す る調査 ・研究の蓄積 は十分な もので

あるとはいいがたいため,施 設種別 を単位 とした研究の蓄積 が求 め られ るもの と考 える。

したがって,老 人福祉施設 で生活す る高齢者の社会化 に関 し,特 別養護 老人ホー ム ・養

護老人ホー ム ・軽費老人ホー ムの3施 設種別 にわた り,入 所 者 の社会交流お よび生活圏域

の実態 を把握 し,そ れ らを規定す る要因 を析 出 ・考察す る ことは,生 活 の場にふ さわ しい

老人福祉施設の計画に際す る基礎 資料 とな り得 るものであ ると考 える。

1-5本 研究 の方法

老人福祉施設で生活す る高齢者の社会交流お よび生活圏域 の実態 を把握す るため,入 所

者 を対象 とした調査 を行 ない,そ の調査結果お よび施設の居室条件 ・立地条件等 との関連

をもとに考察 を進 めてい くこととす る。社会交流については,老 人福祉施設の課題 として

指摘 され てい る入所者 の社会化 の視点 を踏 まえ,社 会交流 を老人会活動 ・趣味 ・スポー ツ

な どの社会活動お よび家族 ・友人 な どとの対人交流 と捉 え,そ れ ぞれ施設内外にわた る活

動 と対人交流 を指標 と し,調 査 を行 うもの とす る。生活圏域 については,入 所者 の身体移

動圏域 と捉 え,施 設 内 にお ける居室外行動お よび施設外への外出行動 を指標 とした調査 を

1-11



行 うもの とす る。 身 体移 動 圏域

に施設 内の空間 で あ る居室外 を 施設外
施設内 通院

お い た の は,重 度 の 介 護 を 必 要 食堂での食事 散歩

とする瀦 ＼の対応を図るこ ⑧1謙 簸
への参加

とが 必 要 で あ る と考 え る か らで 他室訪問 友人との交流

友人との交流

あ る。 社 会 交流 の構 成 要 素 を生

活圏域 の空 間構 成 に対 応 させ,
↑ ↓

図11に 模 式 図 と して示 した。
〈家族交流〉

なお,社 会 交流 は,身 体移 動 を 面会,■ 詣,肪 問,外 泊

伴 う施 設 内外 に わ た る活 動 と密

図1-1社 会交流 と生活圏域 に関す る模式図

接 な関連 を持 つ もの と考 え られ

るた め,結 果 の 考 察 に際 しては留 意す る こ と とす る。

具体 的 な調 査 の方 法 は,調 査対 象 者 の属性,入 所 期 間,身 体 状 況,前 住 地 お よび前記 の

指標 に関す る設 問等 に よ り構 成 され るア ンケー ト調 査 を行 な うこ と とす る。 調査 実施 施 設

の設 定 に関 して は,老 人福祉 法 にお け る施 設 体 系 に基 づ き,施 設 種別 を特別 養 護 老 人 ホー

ム ・養 護 老 人 ホー ム ・軽 費 老 人 ホー ムの3種 とす る こ と と した。 軽 費 老人 ホー ムに関 して

は,A型,B型 お よび ケアハ ウスの3種 が あ るが,A型 を調 査 実施 施 設 とす る こ と とす る。

A型 を選 定す る理 由 は,B型 はA型 とは異 な り自炊 タイ プ で あ り,施 設 数 ・入 所 者 数 と も

に僅 少 で あ るた め,ケ アハ ウスは法改 正 に よ り整 備 が な され て か らの年 数 が浅 く,入 所 者

の 入所 年 数 の点 にお い て得 られ るデ ー タが均 質 の もの とな る可能性 が 高 い こ とか ら,軽 費

老 人ホー ムにつ い て はA型 のみ を対 象 と し,軽 費 老 人 ホー ム にお け る調 査 対 象 実施 施 設 に

混 在 の な い よ うにす る こ と と した。

また,施 設 の 立地 条 件 に よ る分析 を可能 とす るた め,人 口規模 の 異 な る都 市 か ら調 査 実

施 施設 を選 定す る こ と とす る。

なお,ア ンケー トの設 問構 成 に関 し,施 設種 別 に よ り調 査対 象 者 の身 体 状 況 は相 当な相

違 が あ る と され てい るた め,施 設種 別 ご とに設 問 内容 の 工 夫 を図 る こ と とす る。 また,ア

ンケー トの記入 ・回収 方法について も,施 設種別お よび調査対象者 の身体状況 を踏 まえた

工夫 を図 る こ ととす る(詳 細 につ い ては各 章 に記す)。

調査実施施 設 ご との調査概 要 は次 の とお りであ る。
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1軽 費 老 人 ホー ム入 所 者 を対 象 と した調 査

調 査施 設:滋 賀 県1施 設,大 阪府2施 設,奈 良県2施 設,計5施 設

(滋賀 県 郡部1施 設,大 阪府 下2施 設,奈 良市 内2施 設)

調 査総 数:231人

調 査 時 期:1994年4月 ～9月

n養 護 老人 ホー ム入所 者 を対 象 と した調査

調 査 施 設:京 都 府1施 設,滋 賀 県3施 設,計4施 設

(京都 市 内1施 設,大 津 市 内1施 設,滋 賀 県 郡部2施 設)

調 査 総 数:208人

調 査 時 期:1996年5月 ～7月

皿 特別 養 護 老 人 ホー ム入所 者 を対 象 と した調査

調査施 設:京 都 府10施 設

(京都 市 内3施 設,京 都 府 下7施 設)

調 査 総 数:622人

調 査 時期:1992年9月 ～11月

1-6本 論 文 の構 成

本 論 文 は7章 か らな ってお り,そ の構 成 は図1-2に 示 す とお りで あ る。

第1章 で は,本 論 文 の 目的,研 究 の背 景お よび方 法 を示 す と と もに,関 連 す る既 往 研 究

を概観 し,本 研 究 の位 置 づ け を明確 にす る。

第2章 で は,軽 費 老 人 ホー ム入所 者 を対 象 と し,入 所 者 の社 会 交流 と生 活 圏域 を,施 設

内外 の交流 と外 出行 動 の側 面 よ り捉 え る こ と とす る。 施 設 内 交流 は行 事 ・ク ラブ参加 ・友

人 交流 を指標 と し,施 設 外 交流 は サー クル 参加 ・友 人 交流,外 出行 動 は頻 度 と手段 をそれ

ぞれ の指標 と しア ンケー ト調査 を実施 し,実 態把 握 を行 うと と もにそれ らの規 定要 因 を明

らか にす る。

第3章 で は,養 護 老 人 ホー ム入所 者 を対 象 と し,入 所 者 の社 会 交流 と生 活 圏域 に 関 し軽

費 老 人 ホー ム入所 者 と同様 の指標 を用 い,面 接 聞 き取 り調 査 を実施 し,実 態把 握 を行 うと

ともにそれ らの規 定 要 因 を明 らか にす る。

第4章 では,特 別 養 護 老 人 ホー ム入 所 者 を対 象 と し,入 所 者 の社 会 交流 と生 活 圏域 につ

い て,居 室外 行 動 の側 面 よ り捉 え る こ と とす る。 居室 外行 動 を測 る指標 と して は,食 事場

所 ・衣 服 様 態 ・行 事参 加 ・ク ラブ参加 ・リハ ビ リテー シ ョン参加 お よび外 出行 動 を設 定 し

実態把 握 を行 うと と もにそれ らの規 定 要 因 を求 め る。
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第5章 では,軽 費 老 人 ホー ム,養 護 老人 ホー ム,特 別養 護 老 人ホー ム,そ れ ぞれ の入所

者 の家族 交流 に関 して検 討す る。軽 費 老人 ホー ム ・養護 老人 ホー ム では面会(家 族 が施設

を訪問)・ 訪 問(入 所 者 が家族 宅 を訪問)・ 外 泊お よび電 話 で のや りと りの側 面 か ら家族

交流 の実態 を把 握 す る こ と とし,特 別養護 老人 ホー ムで は面会 ・外 泊 の側 面 か ら実態把握

を行 うとともに,家 族 交流 を規 定す る要 因 につ い て考察す る。

第6章 で は,軽 度 の介護 を必要 とす る軽費 老 人 ホー ムお よび 中度 の介護 を必要 とす る養

護 老人 ホー ム を対象 に して,施 設種別 の比較 を とお し社 会 交流 と生活 圏域 に関す る考察 を

行 う。 また,社 会 交流 の活性化 と生活 圏域 の広域 化 が入所 者 に与 え る影響 につ い て重度 の

介護 を要す る特別 養護 老人 ホー ム入所者 を対 象 と し検討 を行 うこ と とす る。

第7章 で は,結 論 と して本研 究 をま とめ る とと もに今 後 の課題 につ い て述べ る。
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第1章 序 論

研 究 目的 ・背 景,既 往研 究 の 系譜,本 研 究 の 位 置 づ け,研 究 方 法

〈施設種別にみた社会交流 ・生活圏域の実態 と規定要因に関する分析〉

第2章 軽費老人ホーム 第3章 養護老人ホーム 第4章 特別養護老人ホーム

調査対象施設の概要 調査対象施設の概要 調査対象施設の概要

調査対象者の属性 調査対象者の属性 調査対象者の属性

施設内交流の実態 と規定要因 施設内交流の実態 と規定要因 居室外行動の実態と規定妻因

施設外交流の実態 と規定要因 施設外交流の実態 と規定要因ADL・ 痴呆症状 ・問題行動

外出行動の実態と規定要因 外出行動の実態 と規定要因 の変化

内外交流による入所者類型化 内外交流による入所者類型化 まとめ

ま とめ まとめ

〈家族交流の側面か らみた検討〉 〈施設種別間の比較検討等〉

第5章 老人福祉施設入所者の 第6章 社会交流 と生活圏域についての

家族交流 総合的分析

軽費 ・養護入所者の家族交流の頻度 と 軽費 ・養護入所者の社会交流 と生活圏域の

規定要因 比較

軽費 ・養護入所者の家族交流の相手 社会交流 ・生活圏域が入所者に与 える影響

特養入所者の家族交流の実態 と規定要因 社会交流 ・生活口域 を規定す る諸要因の

ま とめ 関連

〈注記 〉

図 中 の特 養 は特 別養 護 老 人ホー ム,

養 護 は養 護老人 ホー ム,

軽費 は軽 費老人 ホー ム を表す。

第7章 結 論

図1-2本 論文の構成
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【注 お よ び 引 用 文 献 】

1)65歳 以 上 が高齢 者 と して位 置 づ け られ,65～74歳 は前期 高齢者,75歳 以 上は後 期 高齢 者 とされ

る。 老 人福祉 法 で は老人(高 齢 者)の 年齢 を直接 的 には規 定 して い ない が,同 法 中の介護 の措 置

等 の条 文 にお い て対象 者 の年齢 を65歳 以 上 と規 定 してい る。

2)経 済企 画庁総 合 計 画局編,地 域 高齢者 福祉 システ ム研 究会:『21世 紀 の 高齢 者 と地域福 祉 シス

テ ム』,ぎ ょ うせ い,1989年

3)『 厚 生 白書』(平 成9年 版),財 団法 人厚 生 問題 研 究会,1997年

4)総 理府 「高齢 期 の生活 イ メー ジ に関す る世論調 査 」,1993年

5)『 厚 生 白書』(平 成9年 版),財 団法 人厚 生 問題 研 究会,1997年

6)老 人福 祉 法 第5条3に お い て,老 人デ イサー ビスセ ン ター,老 人短 期入 所施 設,養 護 老 人 ホー

ム,特 別養 護 老 人 ホー ム,軽 費 老 人 ホー ム,老 人福祉 セ ンター お よび 老 人介 護 支援 セ ンター が老

人福祉 施設 と して規 定 され てい る。 有料 老 人 ホ ー ムは 、 同法 にそ の定 めは あ るが(第29条 か ら第

31条 の4),老 人福 祉施 設 には該 当 しない。

7)小 笠原 祐 次:『 介護 の基 本 と考 え方』,中 央法 規 出版,1995年,P5

8)小 笠原 祐 次:前 掲 書 に同 じ,P8

9)加 藤 博 史:老 人福 祉 の あ ゆみ,大 塚保 信 ・加 藤 博 史 ・北村 由美 ・斉藤 千鶴 ・杉本敏 夫 ・中 田智

恵海 『老人福 祉 論』 所収,晃 洋 書房,1990年,P64

10)田 中荘 司:老 人福 祉 の政 策体 系,三 浦 文 夫 ・忍博次編 『講座 社 会福 祉 第8巻 高齢 化 社 会 と社 会

福祉』 所収,有 斐 閣,1983年,P50

11)小 笠原 祐 次:前 掲 書 に同 じ,P8

12)小 笠原祐 次=社 会福祉 施 設 と社 会福 祉職 員 の養 成 ・確 保,三 浦 文夫 ・忍博 次 編 『講 座社 会福祉

第3巻 社会 福祉 の政 策』 所 収,有 斐 閣,1982年,P219

13)吉 永清 は,日 本 の社 会福祉 制度 の特質 の淵源 を憧 救 規則 に求 め,救 護 法 は 「労働 能 力 あ る者 と

扶 養 義 務者 の あ る者 を除外 した点 で,救 護 法 は憧 救規 則 の嫡 子 で あ り,同 質 の もので あ った。 」

と して い る。

吉 永清:日 本 の社 会福 祉 前 史,今 岡健 一郎 ・星 野 貞 一郎 ・吉 永 清 『社 会 福 祉 発 達 史』 所 収,

ミネ ル ヴァ書房,1973年,P286

14)田 中荘 司:前 掲 書 に同 じ,P53

15)老 人福 祉 法 制 定 の 前年,厚 生省 の次 年度 予算 との 関係 調整 にお い て は,老 人 ホー ム体 系 に看護

老 人 ホ ー ム を含 む もので あ った が(老 人福 祉 法案 要 綱),同 法 成 立 の結 果,医 療 機 能 を備 えた看

護 老 人 ホー ム は 実現 に至 らなか った もので あ る。

岡 本 多喜 子:『 老 人福 祉 法 の制 定』,誠 信 書房,1993年,P160

16)田 中荘 司:日 本 にお け る施 設 ケ ア制 度,浅 野 仁 ・田中荘 司編 『日本 の施 設 ケ ア』 中 央法 規 出版,

1995年,P262

17)小 笠原 祐 次:前 掲 書 に同 じ,P22

18)建 設 省 は,1980年(昭 和55年)に 公 営住 宅 法 を改 正 し,ひ と り暮 ら しの 老 人 も入 居 で き る こ と

と な っ た 。

19)ケ アハ ウスは軽 費老人ホー ムの中に位 置づ け られ る もので あ るが,軽 費 の経 営主体 は地 方公共

団体 または社会福祉 法人 と 「軽費 老人ホー ムの設備及 び運営 にっい て 」(厚 生省社 会局長通知)
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にお い て規 定 され て い る の に対 し,ケ ア ハ ウス の 経 営 主 体 は 公 益 法 人(財 団 法 人,社 団 法 人),

農 業 協 同組 合,全 国 厚 生 農 業 協 同 組 合 連 合 会 の 会 員 で あ る厚 生(医 療)農 業 協 同組 合 連 合 会,及

び 医 療 法 人 と同 通 知 の 中 で 規 定 され て い る。

20)AtchleyR.C.:Activitytheory,MaddoxG.L,etal.(ed.)TheEncyclopediaof

Aginq,5,Sprinqerpublishing,1987,NewYork.

21)仁 木 立:障 害 老 人 「自立 」 の た めの理 念 と条 件 一 リハ ビ リテ ー シ ョン医学 の 立場 か ら一,利 谷

信 義 ・大藤 修 ・清 水 浩 昭編 『老 い の比 較 家 族 史』 所 収,三 省 堂,1990年,P274

22)自 立 生 活 運 動 の他,社 会福 祉 政 策や 実践 お よび運 動 の理 念 ・原 理 のひ とつ と して ノー マ ライゼ

ー シ ョン(ノ ー マ リゼ ー シ ョン と表 記 され る場 合 もあ る)が あ る
。 この概 念 は,1940年 代 後 半,

デ ンマ ー クの精神 薄 弱者 福 祉 の分 野 にお い て保 護 者 の運 動 の 中か ら登 場 し,施 設 ケ ア 中心 か ら地

域 ケア や 小 規 模 グル ー プ ホー ムへ の転換 を促 進 す る こ と とな った。 そ の後,老 人や 非行 少 年,患

者 ・犯 罪者 へ の処 遇 な どに もに適 用 で き る概 念 と して拡 大 して きた。 現 在,こ の概 念 はわ が 国 の

障 害者 福祉 の 分野 を は じめ と して使 用 され て い る。

23)砂 原 茂 一:『 リハ ビ リテ ー シ ョン』,岩 波新 書,1980年,P203

24)上 田敏:『 リハ ビ リテ ー シ ョン を考 え る 一障 害者 の全 人 間 的復 権 』,青 木 書 店,1983年,P47

25)小 島 蓉 子 は,「 自立生 活 を望 む 障 害者 に は,あ た り前 の家庭 生活 と就 労生 活 が等 しく保 障 され

る よ うに社 会 ・経 済 的基盤 が,ノ ー マ ライ ズ され るな らば障 害者 のQOL自 体 も健 常者 と同等 の

指 標 で 論議 され うるで あ ろ う。 それ を実 現 させ る こ とが 今 日の社 会 リハ ビ リテ ー シ ョンの課 題 」

で あ る と,QOL概 念 の 国 際 的 な検討 過 程 を紹 介 しつ つ 論 じて い る。

小 島蓉 子:ク オ リテ ィ ・オ ブ ・ライ フ(QOL)と 社 会 リハ ビ リテ ー シ ョン,総 合 リハ ビ リ

テ ー シ ョン,第12巻4号,1984年(出 典:社 会 保 障研 究所 編 『リー デ ィ ングス 日本 の社 会保

障4社 会福 祉 』 所 収,有 斐 閣,1992年,P73)

26)古 川 孝 順:こ れ か らの社 会福 祉,古 川 孝 順 ・松 原 一 郎 ・社 本修 編 集 『これ か らの社 会福 祉1

社 会 福 祉概 論 』 所 収,有 斐 閣,1995年,P8

27)富 永 健 一:社 会 変 動 と して の 高齢 化,金 子 勇 ・園 部雅 久編 『都 市社 会 学 の フ ロンテ ィア3変 動

・居住 ・計 画』 所 収 。 日本評 論 社,1992年,P38

28)金 子 勇:『 都 市 高齢 者 と地 域 福 祉』,ミ ネ ル ヴァ書房,1993年,P173

29)社 会福 祉 法 人 全 国社 会 福 祉 協 議 会,老 人福祉 施 設 協 議 会:『 全 国 老 人福祉 基礎 調 査 報 告 書』,

1988年,P143

30)老 人福 祉 法 第2条 お よび 第3条 に基 本 的 理念 が 規 定 され て お り,第3条 第1項 に 「老 人 は,

(中 略),社 会 的活 動 に参 加 す る よ うに努 め る もの とす る。 」 とあ り,第2項 で は 「老 人 は,そ

の 希 望 と能 力 とに応 じ。 適 当な仕 事 に従 事 す る機 会 そ の他社 会 的 活 動 に参加 す る機 会 を与 え られ

る もの とす る、 」 と してい る。

31)社 会 福 祉 法 人全 国社 会 福 祉 協 議 会,老 人 福祉 施 設 協 議 会:前 掲 書,P144
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